
【実践報告】

初年次教育授業「自立と体験 1」における学習意欲を高める取り組み（2）
― 担当教員からの動機づけに着目して ―

鈴　木　浩　子※

1．はじめに

　明星大学で 2010 年度より実施している全学初年次教育「自立と体験 1」は、少人数クラスによるアクティブラー

ニング型授業であり、学生の学習意欲が授業効果に大きく影響する。一方必修科目として全 1 年生が受講するため、

学生の学習意欲は多様である。

　多数の教員によって実施される授業の質を揃えるための共通教案に見られる「学生の学習意欲を高める取り組み」

については、ケラー（2010）による、学習意欲に関連する概念「ARCS モデル」によって分析し、多くの工夫が用い

られていることを検証した（鈴木 2015a）。またここでは、授業の特徴上、担当教員個々の工夫、教員からの働きかけ、

声掛け等の影響が大きいことから、教員のファシリテーションの方法についても明らかにする必要を指摘した。この

ファシリテーターとしての教員について鈴木（2015b）は、「教師は、学習内容に加えて、学習者の活動の仕方や、そ

れを支援する道具立て、学習者が参加する共同体の構成を点検します。教師は、授業を設計するデザイナーであり、

教室で授業を進める指導者であると同時に、子供たちのコミュニケーションを促すファシリテーターでもある」と述

べている。

　本稿では、ファシリテーターとしての教員が共通教案での授業を行う際に、どのような工夫を行っていたのかにつ

いて、考察を行う。

2．授業概要と共通教案

　「自立と体験 1」15 回の授業内容は表 1 の

とおりである。70 弱のクラスは、各学部の

専任教員が中心に担当し、授業の進め方につ

いては、共通教案を作成し、事前説明会で担

当教員に説明・配付している。共通教案（資

料 1）は、各回授業について見開き 2 ページ

に、①〈学生向け〉授業のねらい、②今日の

授業内容、③〈教員向け〉学生に習得してほ

しいこと、④時間配分と進め方、⑤教員用解

説ページ（セッションごとの意図、進め方例）

が記載されている。また授業運営におけるヒ

ント（資料 2）も掲載し、教員が授業を進め
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表 1．平成 27 年度「自立と体験 1」授業内容

第一節
人と関わる

1 オリエンテーション
2 新しい環境で他者と出会う
3 大学での学びを考える
4 聴いて相手を理解する（1）
5 聴いて相手を理解する（2）

第二節
人と関わる・学びのスタートを切る

（ローテーション授業）

6 明星大学を知る
7 明星大学を紹介する
8 図書館にふれる
9 大学職員に取材する

10 自分や相手の大切さを知る
11 ルールとマナーを考える

第三節
大学生活を見通す

12 卒業生から学ぶ
13 仕事と自分について考える
14 これからの大学生活を描く
15 未来の自分へのメッセージ



るうえで参考にできるようにしている。一方、教案の活用方法については、次のような説明を記載している。共通の

教案ではあるが、個々の教員の工夫を前提としている。

3．分析方法

3-1．ファシリテーターとしての教員の工夫

　共通教案をもとに、担当教員がどのような工夫を行ったかを知る方法としては、①ラ

ンチミーティングでの意見の共有、②グループリーダーへの情報共有、③終了時アンケー

トがある。①については、毎週金曜日 1・2 限の授業終了後の昼休みに、担当教員が参

加できるランチミーティングを第 2 回授業から毎回開催した。参加者は平均して 10 名

前後であったが、毎回 a. 授業実施の感想、b. 授業実施上の工夫、c. 質問・確認したい

ことの 3 点についてポストイットを用いて共有した。②のグループリーダーは、各学科

の専任教員に対して「自立と体験 1」を運営する明星教育センターの特任教員がサポー

ト役を担当しており、必要に応じて疑問点解消や現状把握等を行った。

　ランチミーティングで「授業実施上の進め方の工夫」として出された意見は、全 14

回で 146 件であった。各回ごとの件数は、表 2 のとおりである。1 人 1 ～ 2 枚のポストイッ

トを記載する参加教員が多かった。意見の詳細は（資料 3）に示す。

3-2. 意欲付けの意図による分析	

　教員の「進め方の工夫」から、純粋に時間管理のため（授業時間内に予定の授業内容を終えるため）と解釈される

ものを除き、それ以外のものの意図を ARCS モデル（ケラー 2010）で分類した。鈴木（2015b）は、この 4 要因を「お

もしろそうだな」⇒「やりがいがありそうだな」⇒「やればできそうだな」⇒「やってよかったな」という学習意欲

の流れにまとめている。ARCS モデルの分類枠・定義・下位分類を表 3 に示した。

表 3．ARCS モデルの分類枠・定義・下位分類
主分類枠 定義 下位分類

注意（Attention） 【おもしろそうだな】学習者の関心を獲得する。学ぶ好奇心を
刺激する。

A1 知覚的喚起
A2 探究心の喚起
A3 変化性

関連性（Relevance） 【やりがいがありそうだな】学習者の肯定的な態度に作用する
個人的ニーズやゴールを満たす。

R1 目的指向性
R2 動機との一致
R3 親しみやすさ

自信（Confidence）
【やればできそうだな】学習者が成功できること、また成功は
自分たちの工夫次第であることを確信・実感するための助け
をする。

C1 学習要件
C2 成功の機会
C3 個人的なコントロール

満足感（Satisfaction） 【やってよかったな】（内的と外的）報償によって達成を強化
する。

S1 自然な結果
S2 肯定的な結果
S3 公平さ
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表 2　授業回ごとの
工夫件数

授業回 工夫の件数
2 14
3 16
4 11
5 14
6 11
7 7
8 7
9 9

10 11
11 12
12 8
13 11
14 10
15 5

合計 146



　分類にあたっては、ポストイットに記載されている文章・フレーズ・キーワードから判断できる意図を用いたため、

記述者本人の意図が正確に捉えられているとは限らない。また要因は 1 つに決められるわけではなく複数の可能性が

考えられるが、便宜上もっとも当てはまると思われる要因 1 つに絞って分類した。このように正確に 1 つの結果を出

すことは難しいと判断したため、分類は（資料 3）のとおり下位分類尺度を用いて行ったが、分析は主分類枠で行う

こととした。

4．結果と考察

　授業回ごとの「進め方の工夫」を主分類枠で分類した結果は、表 4 の通りである。

また、15 回の授業は内容のまとまりで 3 つの節に分かれている。その節ご

との数を見ると、第一節は A19、R15、C11、S5、第二節は A20、R18、C9、

S3、第三節は A12、R13、C8、S1 であった。各節ごとの取り上げている授

業の回数が異なる（第一節 4 回、第二節 6 回、第三節 4 回）ため、単純に

比較することは出来ないが、ARCS を多い順に並べると、第一節と第二節は

ARCS、第三節のみ RACS となった。

　ARCS は、従来の知見からまとめられた学習意欲の 4 つの要因であると同

時に、学習意欲の流れでもある。鈴木（2015b）は、「まず面白そうだ、何か

ありそうだという『注意』の側面にひかれ」「次に、学習課題が何であるか

を知り、やりがいがありそうだ、自分の価値観との関わりが見えてきたとい

う『関連性』の側面に気づき」「成功の体験を重ね、それが自分の努力に帰

属できれば、やればできるという『自信』の側面が刺激され」「学習を振り返り、

努力が実を結び、やってよかったとの『満足感』が得られれば、次の意欲に

つながって」いくと述べている。

　今回の分析の結果からわかることは 2 点ある。

　1 点目は授業回の進展に伴って、担当教員からの働きかけの重点が「注意」⇒「関連性」⇒「自信」へと移行してい

るようだという点である。これが、学生の学習意欲が変化しているための移行なのか、担当教員が意識的に働きかけの

重点を移していっているのかは分からない。しかし、授業が進むにしたがって学習が深まっている様子は垣間見える。

　2 点目は、授業全体を通して「満足感」に関する働きかけが少ないという点である。これは 1 年生前期の初年次授

業だということが理由であるのかもしれない。半期では学生の学習意欲を育てるには短すぎるという可能性も考えら

れる。しかし「満足感」が次の意欲につながっていくことを考えると、学生が自律的な学習者になるために何らかの

働きかけを工夫することは必要なことだと考えられる。本稿では、担当教員からの動機づけの働きかけを分析したが、

授業の内容そのものに「満足感」を刺激する要因があるのかも含めて、今後の課題として検討が必要であろう。また

今回データ化は出来なかったが、ARCS のどの働きかけが多いかについては、実は個人差も大きい可能性が見えてき

た。個々の特性を活かして共通教案で授業を実施するためのポイントについても、今後検討していきたい。
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表 4 授業回ごとの進め方の工夫
回 工夫 A R C S
2 13 7 5 0 1
3 14 4 7 2 1
4 10 4 2 1 3
5 13 4 1 8 0
6 9 6 0 2 1
7 7 3 2 1 1
8 7 2 2 3 0
9 7 1 3 2 1

10 9 4 4 1 0
11 11 4 7 0 0
12 8 4 3 1 0
13 11 5 2 3 1
14 10 3 5 2 0
15 5 0 3 2 0
計 134 51 46 28 9



鈴木浩子（2015a）「初年次教育授業『自立と体験 1』における学習意欲を高める取り組み ―ARCS モデルを手掛かりに―」 

明星大学明星教育センター研究紀要第 5 号

（資料 1）「自立と体験 1」担当教員用教案 2015　pp.16-17

（資料 2）「自立と体験 1」担当教員用教案 2015　p.49
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（資料 3）
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（資料3)
2015年度「自立と体験1」授業の進め方の工夫 at：ランチミーティング（金曜12:30～13:10)
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2 2 最初のウォーミングアップ、リラックスに時間をかけると、あとはスムーズで学びが多い。
3 2 【前回授業で実施した】『学ぶ力自己点検」の中で、特に意識したい【伸ばしたい】ものを1つ選んでパズ司アイスブレイクにした。
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リオに記載されている】『考えるヒント」だけでは筆の進まない学生がいたので、 「自分の強みを活かすにはつ』と

5 2 SAの学生との関わりを多くするように【授業を進めた】。
6 2 【ワ ークの時間について】あと【残り】何分かを何度も周知した。
7 2 SAiこ【初回の授業lこ】欠席した学生のフォローをさせた。
8 2 模造紙作成のあと、全員立ち歩きの回遊をさせた。
9 2 発表は【グループ全員でなく】1人または2人で行うようにした。
10 zグループ代表の発表者は、発表直前に決めた。
11 2模造紙作成時に、全員起立で【集中する雰囲気をつくって】行わ せた。
12 2模造紙演習に入る別のレイアウト（椅子を寄せて立って行う）。
13 2模造紙作成のレイアウトl主、ポートフォリオ通りでもオリジナルのものでもどちらでもOKと伝えた。
14 2【作成した】模造紙作品は、皆で写真撮影させた司LINEのグループ作りにつながった。
15 3ポストイットの使い方に戸惑いが見られたので【説明した】。
16 3冒頭の振り返りは、ミニ一問一答イン9ピュ とした司発表リレ だと活性化しないかも【より活性化する方法を選んだ】。
17 3『ちょっと太きめの声を出していこう」と伝えた司リラックス効果ありかも。
18 3最後にSAにー百、3年生になって学びはどう変わった？という予ーマで話してもらった。
19 
20 

3ポートフオリオのワ ーク④をワ ーク③の前に行った。ワ ーク②とのつながりのため【演習の順番を変えた】。 
3大学への『要望」を学生にたずね、自大学意識を晶める工夫をした。

21 3 11イマ一利用【グループワ ークで自主的に時間管理】。
22 3プロジヱク9利用【ワ ークの進め方などを投影】。
23 3スマイル＆秒数カウント【ワ ーク前にアイスブレイクとして実施】
24 3共有の時聞を多くとった。
25 3【太学生について考える際に】児童 ・ 生徒 ・ 学生の遣いからのアプローチをした。
26 3『なんとなく」の意味づけ【あいまいなままでなく考えることを促す】。
27 3大学の印象を個人記入する前に 「高校と大学で遣いがあると思う人。』と問いかけて挙手をさせた司スムーズに【個人包入に】入れた。
28 3グループ発表の順番I立、最初に発表したいグループを挙手で決め、後は時計回り。最初のグループがスムーズにできると後に続く。
29 3【授業前lこ】SAとのポイント打ち合わ せ。
30 3発表の回遊（時間短縮）【グループごとの発表ではなく作成物を回遊で共有した】。
31 4他者紹介、自由な場所、名札持ちながら、SAも 一緒lこ。
32 4アイスブレイクで、ゴールデンウィークの過ごし方について話をしてもらった。
33 4ワ ークの前に、SAと学生でのデモをした。
34 4グループ替えをディスプレイに示した。
35 4【他者紹介のイン告ビューの際】名イン宮ピュアーと大ス空ー【の雰圏気でと伝えた】。
36 4【時間に余裕があったので】教室内の巡回をいつもより多くやった。
37 4教員への質問に回答書【をつくった】。
38 4『聴くポイント」を板書させて可視化した。
39 4【前回の授業で学習した】Jトの取り方の工夫を実践したかを問うて、行動することの大切さを伝えた。
40 4『ジヨハリの窓」 【授業の最後の】振り返りの最初に『教員のまとめ』【として話をした】。
41 4 Iまめシャワ ー【を授業の最後に実施して雰囲気を上げた】。
42 5音読させた。 音読のやり方。
43 5 3人グループlこTAを追加。
44 5進行役や役割など考えてもらった。
45 5授業開始前に軽〈ウォーミングアップをするようSAにお願いした。
46 5企画の発表の際、企画全体＋グループのー押しを1分間で【と発表方法を指定して】発表してもらった。
47 5発表はラウンドテーブルで。
48 5ごきげんのレベルを100点満点で自己採点【グループワ ークを行うには自分の気持ちをコントロールするこ止も大切と伝えた】。
49 5教室内をまわり、個別にアドバイスを行うようにした。
50 5ワ ーク①表がはやく完成したグループlニ【追加の課題として】6月と11月両方の歓迎企画を考えさせた。
51 5進め方の中心的論点を明確化。正解【のある話し合い】と、多様な答え【のある話し合い】の、2つの違いの実感。
52 5正解のあり ・ なし。 機々な答え、答えを作る、合意形成。
53 5推理ゲームと歓迎企画を分け、15分＋25分としてみた。作業にメリハリが出たように思う。
54 5推理ゲームと歓迎企画を結びつけるキーワ ードとして、『説得力」を用いてみた（アイデア＋説得力＝目宝）。
55 5『説得力」はevidence· basedが基盤であることを学生に伝えたところ、メモする学生が多かった。
56 6 PPTは文字数をうんと減らしてはつ
57 6大教室で詰めて座ら せるコペアワ クがしやすい、but暑い。
58 6図書館で実際に本を手にとって情報を得る意味【を説明した】。
59 6図書館の有効利用についてベ告なコメント。
60 6【ワ クの】時間管理を学生に任せた（まあ許せる）【範囲の進め方になった】。
61 6【ワ ークの目的を伝えて】クラスに説明をすることを念頭に聴く ・ 訊く。
62 6組織内におけるJobRotationについて説明する機会にした。
63 6ハラスメントクイズI立、グループ全体で確認するだけでなく、教室全体で確認したほうがよかった。
64 6【ハラスメントと関連させて】日本では罪刑法定主義的発想をすること【を説明した】。
65 6今更のあいさつの徹底。
66 6レポート提出の〆切＆【遅れた場合は翌週ではなく】研究室まで【持参するように伝えた】。
67 7【グループワ ークの】取り組み方官言を 「大きな声で」と伝えた。
68 7学科の特徴【を調べてくる1宿題を忘れた学生に、 「学科代表としての役割があるので必ず何か言うこと」と伝えた。
69 7時間管理は学生に任せる（教員の せかしはなし）。

70 7『セクハラは海外ではどうですか」【という質問に対して】ハラスメント規準が文化により異なる可能性があること、しかし国際的な 「人権』
条項でもあることを説明に加えた

71 7レポート返却にキャンディ付き。
72 7お菓子を配ったら急に元気に。
73 7発表は順番を指定 せず、自主的にやってもらった。
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